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この製品を安全にご使用いただくために 
 

警告 

誤った取扱いをすると死亡または重傷、火災など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１）電源プラグ、コードは 

・定格で定められた電源以外は使用しないでください。 

・差込みは確実に。ほこりの付着やゆるみは危険です。 

・濡れた手でプラグの抜き差しを行わないでください。 

・抜き差しは必ずプラグを持って行ってください。コードを持って引っ張らないでください。 

・電源コードは巻かずに、伸ばして使用してください。 

・電源コードの上に重い物を載せないでください。 

・機械の取り外しや清掃時等は必ず機械の電源スイッチを OFF にし、電源プラグを抜いてから行ってください。 

 

２）本体が熱くなったら、焦げ臭いにおいがしたら 

・すぐに電源スイッチを切ってください。電源スイッチのない機械の場合は、電源プラグを抜くなどして電源の供給を 

停止してください。機械の保護回路により電源が切れた場合、あるいはブザー等による警報がある場合にもすぐに 

電源スイッチを切るか、電源プラグを抜いてください。 

・空調設備を確認してください。 

・しばらくの間機械に触れないでください。冷却ファンの停止などにより異常発熱している場合があります。 

・機械の通風孔をふさぐような設置をしないでください。熱がこもり異常発熱の原因になります。 

・消火器の設置をお勧めします。緊急の場合に取り扱えるようにしてください。 

 

３）修理等は、弊社サービスにお任せください 

・感電・故障・発火・異常発熱などの原因になりますので、弊社サービスマン以外は分解・修理などを行わないでください。 

・故障の場合は、弊社 サポートセンターへご連絡ください。 

 

４）その他 

・長期に渡ってご使用にならない時は電源スイッチを切り、安全のため電源プラグを抜いてください。 

・質量のある機械は一人で持たず、複数人でしっかりと持ってください。転倒や機械の落下によりけがの原因になります。 

・冷却ファンが回っている時はファンに触れないでください。ファン交換などは必ず電源を切り、停止していることを確かめて 

から行ってください。 

・車載して使用する場合は、より確実に固定してください。転倒し、けがの原因になります。 

・ラックマウントおよびラックの固定はしっかりと行ってください。地震などの災害時に危険です。 

・機械内部に異物が入らないようにしてください。感電・故障・発火の原因になります。 
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注意 

誤った取扱いをすると機械や財産の損害など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１）機械の持ち運びに注意してください 

・落下等による衝撃は機械の故障の原因になります。 

また、足元に落としたりしますとけがの原因になります。 

 

２）外部記憶メディア対応の製品では 

・規格に合わないメディアの使用はドライブ・コネクタの故障の原因になります。 

マニュアルに記載されている規格の製品をご使用ください。 

・強い磁場がかかる場所に置いたり近づけたりしないでください。内部データに影響を及ぼす場合があります。 

・湿気やほこりの多い場所での使用は避けてください。故障の原因になります。 

・大切なデータはバックアップを取ることをおすすめします。 

 

 

●定期的なお手入れをおすすめします 

・ほこりや異物等の浸入により接触不良や部品の故障が発生します。 

・お手入れの際は必ず電源を切り、電源プラグを抜いてから行ってください。 

また、電解コンデンサー、バッテリー他、長期使用劣化部品等は事故の原因につながります。 

安心してご使用していただくために定期的な（５年に一度）オーバーホール点検をおすすめします。 

期間、費用等につきましては弊社 サポートセンターまでお問い合わせください。 

 

 

※上記現象以外でも故障かなと思われた場合やご不明な点がありましたら、弊社 サポートセンターまでご連絡ください。 
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保証規定 

 

・本製品の保証期間は、お買い上げ日より１年間とさせていただきます。なお、保証期間内であっても次の項目に 

該当する場合は有償修理となります。 
 

（1） ご利用者様での、輸送、移動、落下時に生じた製品破損、損傷、不具合。 

（2） 適切でない取り扱いにより生じた製品破損、損傷、不具合。 

（3） 火災、天災、設備異常、供給電圧の異常、不適切な信号入力などにより生じた破損、損傷、不具合。 

（4） 当社製品以外の機器が起因して当社製品に生じた破損、損傷、不具合。 

（5） 当社以外で修理、調整、改造が行われている場合、またその結果生じた破損、損傷、不具合。 

 

 

・修理責任免責事項について 
 

当社の製品におきまして、有償無償期間に関わらず出来る限りご依頼に沿える修理対応を旨としておりますが、 

以下の項目に該当する場合はやむをえず修理対応をお断りさせていただく場合がございます。 
 

（1） 生産終了より７年以上経過した製品、及び製造から１０年以上経過し、機器の信頼性が著しく低下した製品。 

（2） 交換の必要な保守部品が製造中止により入手不可能となり在庫もない場合。 

（3） 修理費の総額が製品価格を上回る場合。 

（4） 落雷、火災、水害、冠水、天災などによる破損、損傷で、修理後の恒久的な信頼性を保証出来ない場合。 

 

 

・アプリケーションソフトについて 
 

（1） 製品に付属しているアプリケーションは、上記規定に準じます。 

（2） アプリケーション単体で販売している場合は、販売終了より３年経過した時点で、サポートを終了いたします。 

 

 

何卒、ご理解の程よろしくお願いいたします。
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1. 概要 
 

この製品は、汎用静止画およびビデオトロン独自形式画像ファイルの変換と閲覧、およびファイル転送を行うための 

ソフトウェアです。製品は「画像変換ソフト」と「画像ビューアソフト」の2つのソフトウェアで構成されています。 

 

画像変換ソフトは、ビデオトロン独自形式を含む様々なフォーマットの画像ファイルを、相互に変換することができます。 

フォーマット変換のほかに、画像サイズの変換やFILL/KEY結合・分離などの機能を備えています。 

 

画像ビューアソフトは、様々なフォーマットの画像ファイルを、サムネイル形式で閲覧することができます。 

Windowsエクスプローラ風の表示で、フォルダーツリー・画像情報・サムネイルが表示されます。 

また、対象となるファイル装置(MF-90/MF-70/CF-90)に対してファイル転送を行うことができます。 

 

 

 

2. 特長 

2.1. 画像変換ソフト 

 様々なフォーマットの画像ファイルを相互変換 

 ファイルのドラッグ＆ドロップで自動変換 

 HD/SDサイズや、指定した任意の画像サイズに自動変換 

 画像サイズ変換時、レターボックス／カットなどの拡大縮小方法を指定可能 

 レターボックス時の背景色を指定可能 

 FILL/KEY別ファイルとなっている画像を、1枚のアルファチャンネル付き画像として結合 

 複数ファイルの同時変換時、FILL/KEYファイルかどうかファイル名から自動識別 

 アルファチャンネル付きの画像をFILL/KEY別ファイルとして変換・保存 

 アルファチャンネルのない画像にセルフキーを生成可能 

 VJ2形式の動画ファイルを変換作成可能 

 出力フォーマットごとに、変換オプションを設定可能（JPEG画質、TIFF圧縮方法など） 

 

2.2. 画像ビューアソフト 

 ビデオトロン独自形式を含む様々なフォーマットの画像ファイルをサムネイル形式で閲覧 

 表示するサムネイルのサイズを変更可能 

 サムネイルと同時にフォーマット・画像サイズの情報をコンパクトに表示 

 画像をダブルクリックすると画像のプレビューを表示 

 プレビューでは、拡大縮小表示や、FILLのみ/KEYのみ表示/アルファブレンド表示などを切り替え可能 

 プレビュー画像の印刷機能 

 各種ファイル装置(MF-90/MF-70/CF-90)に対してのファイル転送 

 各種ファイル装置のファイル管理をPC内で仮想化 
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3. 必要システム構成 

 

FTC-200の製品構成内容 

番号 品  名 形名・規格 数量 備  考 

1 アプリケーションCD FTC-200 CD-ROM 1 
・FTC-200インストーラー 
・HASPドライバーインストーラー 
・取扱説明書(PDF版) 

2 プロテクトKEY HASP HL MaxMicro 1 ・USB接続方式 

 

推奨動作環境 

●OS   … Windows® 7 Professional/Ultimate 32bit/64bitまたはWindows® 8.1 Pro 32bit/64bit、 

     Windows® 10 Pro 32bit/64bit。 

     (Windows® 10/8.1/7の64bit版は32bitモードでの動作になります) 

●CPU   … Intel® CPU 2GHz以上 

●メモリ   … 2GB以上(4GB以上推奨) 

●グラフィックス  … WXGA(1280×768)以上の解像度、32bitのカラー表示が可能なディスプレイ 

●ハードディスク、またはSSD … 500MB以上の空き領域 

●光学ドライブ  …. CD-ROM(インストール時に必要) 

●LANポート  … 1000BASE以上 

●USBポート  … ドングル用として1ポート必要 

●Microsoft Internet Explorer 6.0(SP2)以降 

 



3 

 

4. インストール 

4.1. プロテクトKEY (HASP)の設置 

FTC-200のアプリケーションを起動するにはプロテクトKEYが必要です。 

付属されているプロテクトKEYを使用するパソコンのUSBポートに接続してください。 

「4.3. プロテクトKEY(HASP)のドライバーインストール」を参照しながらドライバーをインストールします。 

 

※注意！ プロテクトKEYのLEDランプが「点灯」していることを確認してください。プロテクトKEYが 

不完全な接続状態だとFTC-200のアプリケーションは起動しません。 

 

図4-1-1 パソコンインターフェース(USBポート) 

         
図4-1-2 プロテクトKEY 

 

4.2. アプリケーションCD 

アプリケーションCD内には、以下のフォルダーがあります。 

 

App FTC-200画像変換ソフト・画像ビューアソフトのインストーラーが格納されています。 

Driver プロテクトKEY(HASP)用のドライバーが格納されています。 

 すでに同バージョンのドライバーがインストール済みの場合は再インストールする必要は 

 ありません。 

Document FTC-200画像変換ソフト・画像ビューアソフトの取扱説明書、リリースノート等が格納されています。 
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4.3. プロテクトKEY （HASP）のドライバーインストール 

プロテクトKEY（HASP）のインストールは、以下の手順で行います。 

1. ダウンロードした、またはインストールCD内の「Driver」-「HASP」フォルダーを開きます。 

2. フォルダー内の「HASPUserSetup.exe」をダブルクリックします。 

 
3. PC画面上に次のウィンドウが順番に表示されます。 

各項目を確認しながら[次へ]をクリックしてインストールを進めてください。 

4. インストールが正常に行われると、プロテクトKEYのLEDが赤く点灯します。 

 

1) 

 
[Next]をクリックします。 

2) 

 
[I  accept…]にチェックをいれ、[NEXT]をクリックします。 

3) 

 
[Next]をクリックします。 

4) 

 
[Finish]をクリックします。 
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4.4. FTC-200アプリケーションインストール 

FTC-200画像変換ソフト・画像ビューアソフトのインストールは、以下の手順で行います。 

1. Windows起動後、Administrator権限のあるユーザーでログオンします。 

2. ダウンロードした、またはインストールCD内の「App」フォルダーを開きます。 

3. フォルダー内の「FTC200_Setup.msi」をダブルクリックします。 

4. PC画面上に次のウィンドウが順番に表示されます。 

各項目を確認しながら[次へ]をクリックしてインストールを進めてください。 

 

1) 

 

2) 

 

3) 

 

4) 

 

5) 

 

6) 
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5. ソフトウェアの起動 

※本ソフトウェアを使用するにはプロテクトKEYが必要です。 

ソフトウェアを起動する前に、USBポートに付属のプロテクトKEYを接続してください。 

※プロテクトKEYのLEDが点灯していることを確認してください。 

正しく接続されていない、ドライバが正しくインストールされていないなどの時は、本ソフトウェアは使用できません。 

 

5.1. 画像変換ソフトウェア 

デスクトップ、またはスタートメニューの［スタート］－［すべてのプログラム］－［Videotron］－［FTC-200］内にある

「VImgConv」アイコンをダブルクリックしてください。 

 

VImgConvアイコン 

 

5.2. 画像ビューアソフトウェア 

デスクトップ、またはスタートメニューの［スタート］－［すべてのプログラム］－［Videotron］－［FTC-200］内にある

「VImgShow」アイコンをダブルクリックしてください。 

 

VImgShowアイコン 
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6. 画像変換ソフト 

6.1. 機能について 

6.1.1. ファイルの変換 

ファイルを変換するには、次の手順で操作を行います。 

1. [入力]のファイル指定で、変換元のファイルを選択します。必要であればKEYファイルを別指定します。 

2. [出力]のフォルダー選択で、出力するフォルダーを指定します。 

3. [出力フォーマット]で、変換先のフォーマットを指定します。必要に応じて、出力フォーマットの詳細設定を行います。 

4. 出力画像サイズとリサイズ方法を選択します。 

5. [変換]ボタンを押すと、指定された画像が変換されます。 

 

6.1.2. フォルダーの変換 

フォルダー単位で画像を変換するには、次の手順で操作を行います。 

1. [入力]のフォルダー指定で、変換元のファイルが入っているフォルダーを選択します。 

2. [出力]のフォルダー選択で、出力するフォルダーを指定します。 

3. [出力フォーマット]で、変換先のフォーマットを指定します。必要に応じて、出力フォーマットの詳細設定を行います。 

4. 出力画像サイズとリサイズ方法を選択します。 

5. [変換]ボタンを押すと、指定されたフォルダー内の全画像が変換されます。 

変換中は進行状況を示すステータスウィンドウが表示されます。 

※フォルダー単位変換では、FILL／KEYファイルの自動識別機能が働きます。 

詳細は「6.1.4. FILL/KEYファイルの自動識別」を参照してください。 

 

6.1.3. 自動変換モード 

自動変換モードでは、あらかじめ設定した出力ファイルのフォーマット・画像サイズに従って、メインウィンドウに 

ドラッグ＆ドロップされたフォルダー／ファイルを、その都度自動的に変換します。 

自動変換モードの動作は、ドロップされたフォルダー／ファイルによって切り替わります。 

 1つのファイル ファイル指定されたものとみなして、ドロップされたファイルを変換します。 

 2つ以上のファイル ドロップされた全ファイルを変換します。（FILL／KEYの自動変換機能が働きます。 

 1つのフォルダー フォルダー指定されたものとみなして、フォルダー内の全画像ファイルを変換します。 

 2つ以上のフォルダー 変換できません。フォルダーを1つずつドラッグ＆ドロップしてください。 

※出力ファイルフォーマットにvPNGを選択して複数ファイルの自動変換を行うと、ロールのvPNGファイルが1つ 

作成されます。 

 

6.1.4. FILL/KEYファイルの自動識別 

フォルダー単位での画像変換時、複数ファイルをドラッグ＆ドロップした時の自動変換モードでは、入力ファイルが 

FILL／KEYファイルかどうか自動識別して、必要に応じて2つのファイルを結合して変換します。 

以下の条件を満たす時に、FILL／KEYファイルとして認識します。（大文字・小文字の区別はありません） 

 ファイル名の末尾が「_f」または「_fill」または「_fil」となっているファイルが存在する 

 ファイル名の末尾が「_k」または「_key」となっているファイルが存在する 

 ファイル名の「_」より前の部分が同一 
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6.1.5. ピクセル比の補正 

入力または出力の画像サイズが以下の時、ピクセルアスペクト比の自動補正を行うことができます。 

画像サイズ システム ピクセルアスペクト比 

1440×1080、1280×720 HD画角(16:9) 4:3 (1.3333…) 

720×486、720×480、704×480、352×240 NTSCスタンダード(4:3) 10:11 (0.9090…) 

720×576、704×576、352×288 PALスタンダード(4:3) 12:11 (1.0909…) 

これ以外の画像サイズの場合は、ピクセルアスペクト比が1:1（正方ピクセル）として変換を行います。 

 

6.1.6. セルフキーの自動生成 

入力ファイルがFILLのみでアルファチャンネルを含まない場合、セルフキーを自動生成することができます。 

この時、画像として認識する色レベルを「しきい値」として、KEYの縁の厚みを「エッジ」として指定できます。 

 

しきい値は、「この色レベル以上の明るさならばKEYを白にする」の値を0～255で指定します。初期値は32です。 

 

元の画像 

 

しきい値=0 (全面白) 

 

しきい値=32 

 

しきい値=64 

 

しきい値=128 

 

しきい値=192 

 

しきい値=224 

 

しきい値=255 

（エッジは全て0） 

 

エッジは、しきい値をかけて抽出したKEYの輪郭に、0～4の範囲で厚みを指定します。初期値は0です。 

 

しきい値=32、エッジ=0 

 

しきい値=32、エッジ=4 

 

しきい値=255、エッジ=0 

 

しきい値=255、エッジ=4 
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6.2. 対応フォーマット 

6.2.1. 入力フォーマット 

入力可能なフォーマットは以下の通りです。 

ファイル形式 備考 J2Cに出力可能 VJ2に出力可能 

BMP RGB/カラーマップ/GRAY、非圧縮/RLE圧縮 JPEG・PNG形式BMPは非対応 ● ●※1 

JPG 
RGB/YCbCr/GRAY、ベースライン/プログレッシ

ブ 

ロスレスJPEGは非対応 
● ●※1 

PCT 16・32ビットDirect Bit、2～8ビットPixmap  ● ●※1 

PNG 
RGB/カラーマップ/GRAY、アルファチャンネル 

対応 非圧縮/Deflate圧縮 

 
● ●※1 

PSD Adobe® Photoshop® 形式、8ビットRGB  ● ●※1 

SWF Adobe® Flash® 形式 音声データの抽出は非対応 ●  

TGA 
RGB/カラーマップ/GRAY、Image Originビット対応 

非圧縮/RLE圧縮 

 
● ●※1 

TIF 
RGB/CMYK/YCbCr/GRAY、非圧縮/JPEG 圧縮

/Deflate圧縮 

マルチページTIFFには非対応 
● ●※1 

PNG 
高速 VPNG、通常 VPNG、CF9940/45VPNG に対

応 

ビデオトロン独自形式 
● ●※1 

J2C  ビデオトロン独自形式 ●  

VJ2 静止画・音声付静止画・動画 ビデオトロン独自形式 ●  

STW 

ST5 

静止画・ロール ビデオトロン独自形式（送出イメー

ジデータを含むファイルのみ対応） 
● ●※2 

WAV 
データサイズ 16 ビット、サンプリング周波数

48KHz 

音声データ 
  

※1 静止画、または動画(連番指定)として出力可能。 

※2 静止画としてのみ出力可能。 

 

6.2.2. 出力フォーマット 

出力可能なフォーマットは以下の通りです。 

ファイル形式 備考 

BMP RGB、非圧縮/RLE圧縮 JPEG・PNG形式BMPは非対応 

JPG RGB、ベースライン/プログレッシブ、画質設定(0:最低～100:最高) ロスレスJPEGは非対応 

PCT 32ビットRGB  

PNG RGB、アルファチャンネル対応、非圧縮/Deflate圧縮  

TGA RGB、非圧縮/RLE圧縮  

TIF RGB、非圧縮/JPEG圧縮/Deflate圧縮 マルチページTIFFには非対応 

PNG 
高速VPNG、通常VPNG、CF9940/45VPNGに対応、静止画/ロール、 

機種固有情報の設定可能 

ビデオトロン独自形式 

J2C FILL・KEY、YC結合/分離、フィールド結合/分離 ビデオトロン独自形式 

VJ2 静止画・音声付静止画・動画 ビデオトロン独自形式※ 

※VJ2ファイルのMF-70V高画質モードのファイル変換には対応していません。(標準画質モードのみ対応しています) 

高画質モードのファイル変換、および転送はMF-70Vの付属アプリケーションを使用してください。 
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6.3. 各部の名称と働きについて 

6.3.1. メインウィンドウ 

ソフトウェアを起動すると、メインウィンドウが表示されます。 

この画面では入力／出力ファイルの設定や変換オプションの設定、変換の実行を行うことができます。 

 
 

 

1. 入力 

入力（変換元）フォルダー／ファイルの指定を行います。 

○フォルダー指定 

指定したフォルダー内の全画像ファイルを一括変換します。 

ボタンをクリックすると、フォルダー選択ダイアログが表示されます。 

○ファイル指定 

No. 種類 備考 

1 イメージ指定 

指定したファイルを変換します。 

ボタンをクリックすると、ファイル選択ダイアログが表示されます。 

2 KEY指定 

KEY の画像ファイルを別途指定する場合にチェックマークを付けます。ここで指定したファイルと「ファイル指定」

で選択されたファイルが、1枚の画像ファイルとして結合されます。 

ボタンをクリックすると、ファイル選択ダイアログが表示されます。 

3 音声指定 

音声のファイルを別途指定する場合にチェックマークを付けます。ここで指定したファイルが、各チャンネルの音

声ファイルとして結合されます。 

ボタンをクリックすると、ファイル選択ダイアログが表示されます。 

※ファイル指定では連番イメージファイルの先頭を指定しVJ2ファイルへの変換を行うことにより、VJ 2動画ファイルを 

作成することができます。 

①  

②  

③  

④ 

⑤  ⑥ 

⑦ 

⑧ 
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2. 出力 

出力（変換先）フォルダーの指定と、フォーマットの選択を行います。 

No. 種類 備考 

1 
入力ファイルと 

同じフォルダー 

入力ファイルと同じ場所に変換後のファイルを出力します。 

2 フォルダー指定 
指定したフォルダーに変換後のファイルを出力します。 

ボタンをクリックすると、フォルダー選択ダイアログが表示されます。 

3 出力フォーマット 

出力する画像のフォーマットを選択します。 

ボタンをクリックすると、フォーマットの詳細設定ダイアログが表示されます。 

選択している出力フォーマットによって、詳細設定ダイアログの内容が変わります。 

 
3. 画像サイズ 

出力する画像のサイズを設定します。 

No. 種類 備考 

1 HDサイズ(1920x1080) ハイビジョン画角の画像を出力します。 

2 SDサイズ(720x486) SD画角の画像を出力します。 

3 その他 
出力する画像のサイズを幅×高さの数値で指定します。 

※出力フォーマットとしてVJ2を指定している場合、選択することはできません。 

4 サイズ変更しない 
入力ファイルのサイズのまま出力します。 

※出力フォーマットとしてVJ2を指定している場合、選択することはできません。 

 
4. リサイズ 

画像サイズを変更する時の、拡大縮小方法を選択します。 

No. 種類 備考 

1 縦横比固定で伸縮(レターボックス) 
入力画像の全体が入りきるように、縦横比固定で拡大縮小します。 

画像がない部分を背景色で埋めます。（オプションで設定可能） 

2 縦横比固定で伸縮(カット) 
背景部分ができないように、縦横比固定で拡大縮小します。 

画像の余り部分は切り捨てます。 

3 縦横比を無視して拡大縮小(フィット) 出力画像サイズに合わせて、縦横比を無視して拡大縮小します。 

4 拡大縮小なし(レターまたはカット) 

拡大縮小せず、入力画像を出力画像の中央に配置します。 

出力画像サイズより小さい時は、入力画像の周囲を背景色で埋めます。 

出力画像サイズより大きい時は、入力画像の余り部分を切り捨てます。 

 
HDからSD、SDからHDに変換した時、リサイズの設定によって次のように出力画像が変化します。 

 元画像 レターボックス カット フィット 拡大縮小なし 

H
D
-S

D
I      

S
D
-S

D
I 

     

 
5. [変換]ボタン 

入力フォルダー／ファイル、出力フォルダー、画像サイズなどの設定を行った後、このボタンをクリックすると、 

設定された内容に従って画像の変換を開始します。 

 
6. [オプション]ボタン 

オプションダイアログを表示します。ここでは画像変換ソフト全体に関わる設定を行うことができます。 

詳細は「6.3.2オプションダイアログ」を参照してください。 
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7. [自動変換モード]チェックボックス 

フォルダー／ファイルをドラッグ＆ドロップするだけで自動的に変換を行う「自動変換モード」のON/OFFを 

切り替えます。同じ設定で何回も画像を変換する時などに使用します。 

 

8. [終了]ボタン 

本ソフトウェアを終了します。 
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6.3.2. オプションウィンドウ 

メインウィンドウの[オプション]ボタンをクリックすると、オプションダイアログが表示されます。 
 
「一般」タブ ――― 一般的なソフトウェア設定 

 
 
1. 出力ファイルと同名のファイルがあった時 

同名ファイルが存在する時の処理方法を設定します。 

No. 種類 備考 

1 既存のファイルを上書きする 確認メッセージを表示せず、既存ファイルを上書きします。 

2 変換処理を中止する 
変換処理を中止します。フォルダー変換など複数画像を連続して変換している時は、 

処理を中止します。 

3 変換処理をスキップする 変換処理をスキップします。複数画像を連続変換している時は、次の画像の変換に進みます。 

4 処理方法を問い合わせる 
上書き／中止／スキップを指定するダイアログボックスを表示します。 

複数画像の連続変換中も、その都度ダイアログボックスが表示されます。 

※ファイル指定によるVJ2ファイルへの変換では上記項目は反映されません。 
 
2. フォルダー指定変換時、画像サイズの異なるファイルを検出したら処理を停止する 

動画の連番ファイルなどを一括変換する時、画像サイズのエラーを検知するための機能です。 
 
3. レターボックスの背景色を指定する 

チェックを付けると、背景色を設定することができます。指定しない場合の背景色は黒となります。 
 
4. サイズ変換時、ピクセル縦横比の補正を行わない 

初期設定では、HD→SDなどの画像サイズ変換時にピクセル縦横比（ピクセルアスペクト比）の補正を行います。 

チェックを付けると、このようなサイズ変換時にピクセル縦横比の補正を行いません。 

（変換前・変換後どちらも正方ピクセルの画像として扱います） 
 
5. セルフキーを生成する 

KEYのない（アルファチャンネルのない）画像を変換する場合に、セルフキーを生成します。 

KEYで抜かない色レベルの最低値を「しきい値」で設定します。（0～255） 

またKEYのエッジ(縁)の厚みを「エッジ」で設定します。（0～4） 
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6. 変換処理のログを記録する 

画像変換ソフトの動作ログを、日ごとのテキストファイルに保存します。 

ログファイルはソフトウェアの起動ディレクトリに保存され、30日を経過したログから順次削除されます。 

[フォルダーを開く]ボタンをクリックすると、ログが保存されているフォルダーをエクスプローラで開きます。 

 

7. 設定ロック 

メインウィンドウの出力フォーマット/画像サイズ/リサイズ設定をロック状態(ディアクティブ)にするための 

ON/OFF設定を行います。 

ON状態ではその設定を行うことができます。 

OFF状態ではその設定を行うことができません。 
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「Adobe Flash」タブ ――― Adobe Flash ファイルを入力ファイルに指定した時の設定 

 
 

 

1. 出力する画像のサイズ 

Flashファイルはオブジェクトアニメーションファイルなので、任意サイズに拡大縮小することが可能です。 

このタブでは、入力Flashファイルの画像サイズをどのように扱うか設定します。 

No. 種類 備考 

1 出力画像サイズに合わせる 
Flashの画像サイズ＝出力画像サイズ として変換します。 

ウィンドウ下部のスケーリング・配置設定が有効となります。 

2 ステージサイズに合わせる 

Flashの画像サイズ＝Flashのステージサイズとして変換します。 

Flashから抽出された画像は、メインウィンドウの画像サイズ・リサイズ設定に基づいて変換 

します。 

 

 

2. 抽出するフレーム 

Flashファイルから抽出するフレームを指定します。 

No. 種類 備考 

1 全フレーム Flashファイルの全フレームを抽出します。 

2 指定フレーム 指定した範囲内のフレームのみを抽出します。 

 

 

3. スケーリング 

Flashオブジェクトを出力画像サイズに合わせて拡大縮小する時の、拡大縮小方法を選択します。 

No. 種類 備考 

1 全て表示 
Flashオブジェクト全体が入りきるように、縦横比固定で拡大縮小します。 

画像がない部分はFlashに設定されている背景色で埋められます。 

2 枠なし 
背景部分ができないように、縦横比固定で拡大縮小します。 

Flashオブジェクトの余り部分は切り捨てます。 

3 フィット 出力画像サイズに合わせて、縦横比を無視して拡大縮小します。 

4 拡大縮小なし 拡大縮小せず、出力画像サイズのステージ上にFlashオブジェクトを配置します。 
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4. 配置 

Flashオブジェクトを出力画像サイズに合わせて拡大縮小した時の、Flashオブジェクトの配置方法を選択します。 

元画像 

 
 

配置 抽出画像 配置 抽出画像 配置 抽出画像 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

5. ファイル名 

出力するファイルに付ける連番の桁数と、サブフォルダー作成の有無を設定します。 

出力ファイルは「元のファイル名_連番」というファイル名になります。 

 

No. 種類 備考 

1 連番の桁数 連番の桁数を指定します。 

2 サブフォルダーを作成する 
出力フォルダーの下にFlashファイル名のフォルダーを作成し、その中に連番ファイルを保存 

します。 

 



17 

 

「Videotron JPEG2000」タブ ――― VJ2ファイルを入力ファイルに指定した時の設定 

 
 

1. 抽出するフレーム 

VJ2ファイルから抽出するフレームを指定します。 

No. 種類 備考 

1 全フレーム VJ2ファイルに含まれる全フレームを抽出します。 

2 サムネイルフレームのみ 
サムネイルフレームに設定されているフレームのみを抽出します。 

サムネイルフレームが設定されていない時は、先頭フレームを抽出します。 

 

 

2. 全フレーム抽出オプション 

出力するファイルに付ける連番の桁数と、サブフォルダー作成の有無、音声抽出の有無を設定します。 

出力ファイルは「元のファイル名_連番」というファイル名になります。 

No. 種類 備考 

1 連番の桁数 連番の桁数を指定します。 

2 サブフォルダーを作成する 
出力フォルダーの下にVJ2ファイル名のフォルダーを作成し、そのフォルダー内に連番 

ファイルを保存します。 

 

 
 
なお、オプションダイアログ下部分の各種ボタンは以下のとおりです。 

No. ボタン 備考 

1 
 

オプションダイアログの表示が消え、ダイアログ内で設定した内容を適用します。 

2 
 

オプションダイアログの表示が消え、ダイアログ内で設定した内容をキャンセルします。 

3 
 

ダイアログ内で設定した内容を適用します。(ダイアログは表示されたままです。) 
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6.3.3. 出力フォーマットごとの設定ダイアログ 

メインウィンドウの ボタンをクリックすると、選択されているフォーマットに応じた詳細設定ダイアログが表示 

されます。設定は大きく分けて、フォーマットに依存する個別設定と、KEYの出力方法の2つの設定項目が存在します。 

 

 

1. ビットマップ 

 

TopDown形式 

先頭ラインから末尾ラインに向かってピクセルデータを保存します。 

（通常は末尾ラインから先頭ラインの順） 
 

KEYを出力しない 

入力ファイルのアルファチャンネルを無視して、RGBデータのみを保存 

します。 
 
KEYを含む32bit ビットマップを作成する 

入力ファイルのアルファチャンネルを含む、32bitビットマップを作成します。 

（環境によって表示できない場合があります） 
 

FILLと KEYを個別のファイルに出力する 

アルファチャンネルを別のファイルとして保存します 

サフィックス（ファイル名末尾に付加する文字）を指定します。 

 

 

2. JPEG 

 

画質 

JPEGファイルの画質を0（最低）～100(最高)で指定します。 
 
ベースライン(標準) 

基本的なJPEGファイルです。 
 

ベースライン(最適化) 

標準と比較して、ファイルサイズが若干小さくなります。 
 

プログレッシブ 

プログレッシブJPEGを作成します。 
 
KEYのJPEGファイルを作成する 

アルファチャンネルを別のファイルとして保存します 

サフィックス（ファイル名末尾に付加する文字）を指定します。 

 



19 

 

3. TIFF 

 

圧縮方式 

TIFFファイルの圧縮方式を指定します。 

JPEG圧縮を選択した時は、画質も同時に指定します。 

（JPEG圧縮は非可逆圧縮です） 
 

バイトオーダー 

ピクセルデータの並び順を指定します。 
 

KEYを含むTIFFファイルを作成する 

アルファチャンネルを含む32bitのTIFFファイルを作成します。 

 
 
4. PNG 

 

Deflate圧縮する 

Deflate圧縮（可逆圧縮）されたPNGファイルを作成します。 
 

Interlace形式画像を作成する 

インターレースPNGを作成します。（ファイルサイズが膨らみます） 
 
KEYを含むPNGファイルを作成する 

アルファチャンネルを含む32bitのPNGファイルを作成します。 

 
5. TARGA 

 

RLE圧縮 

画像をランレングス圧縮します。 
 

TopDown形式 

先頭ラインからピクセルデータを末尾ラインに向かってピクセルデータを保存 

します。 
 
Pixelの並びを反転 

右から左に向かってピクセルデータを保存します。 
 

KEYを含むTARGAファイルを作成する 

アルファチャンネルを含む32bitのTARGAファイルを作成します。 
 

 
6. PICT 

 

KEYを含むPICTファイルを作成する 

アルファチャンネルを含む32bitのPICTファイルを作成します。 
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7. VideotronPNG 

 

種別 

出力するvPNGファイルの種別を選択します。 

 

出力画像 

vPNGファイルに含めるデータを選択します。 

 

ロール方向 

フォルダー単位でvPNGファイルに変換すると、1つのロールvPNGファイルが

作成されます。 

その時のロール方向をここで指定します。 

 

8. Videotron JPEG2000 

 

機種固有データを指定する 

J2Cファイルに含める機種固有データを、ファイルで指定します。 

選択されたファイルの内容が機種固有データとして使用されます。 

 

KEYのJ2Cファイルを作成する 

アルファチャンネルを別のファイルとして保存します 

サフィックス（ファイル名末尾に付加する文字）を指定します。 

 

9. Videotron JPEG 

 

タイトル 

タイトルの設定方法を選択します。 
 
作成日時 

作成日時の設定方法を選択します。 
 

ターゲット種類 

作成したVJ2ファイルを格納するターゲット機器を選択します。 
 

KEYを含むVJ2ファイルを作成する 

KEYデータを含むVJ2ファイルを作成します。 

 

※MF-70Vの高画質モードのファイル変換には対応していません。 

 (標準画質モードのみ対応しています) 

 高画質モードのファイル変換、および転送はMF-70Vの付属アプリケーション 

を使用してください。 
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なお、各種詳細設定ダイアログ下部分の各種ボタンは以下のとおりです。 
 

No. ボタン 備考 

1 
 

詳細設定ダイアログの表示が消え、ダイアログ内で設定した内容を適用します。 

2 
 

詳細設定ダイアログの表示が消え、ダイアログ内で設定した内容をキャンセルします。 
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7. 画像ビューアソフト 

7.1. 機能について 

画像ビューアソフトは3つのパネルで構成され、各々のパネルにおいて機能がことなります。 

No. パネル 説明 

1 PCパネル 
PC内にてアクセス可能な各種メディア内に格納されている画像ファイルの閲覧や印刷等を 

行うことができます。 

2 ファイル装置パネル 

各種ファイル装置(MF-90/MF-70/CF-90)をLAN経由で接続し、各独自形式ファイル 

(VJ2/J2C)のファイル転送や移動/コピー/削除、印刷を行うことができます。 

※MF-90接続時にはベースバンド収録(動画/静止画)を行うことができます。 

 CF-90接続時にはドライブ切り替え(SSD/CFカード)を行うことができます。 

3 仮想ファイル装置パネル 

PC内の指定フォルダー下に各種ファイル装置(MF-90/MF-70/CF-90)のファイル管理を 

仮想化することができます。 

ここではファイル転送や移動/コピー/削除/印刷を行うことができます。 

※MF-90のベースバンド収録、およびCF-90のドライブ切り替えを行うことはできません。 

 

7.2. 対応フォーマット 

表示可能なフォーマットは以下の通りです。 

ファイル形式 備考 

BMP RGB/カラーマップ/GRAY、非圧縮/RLE圧縮 JPEG・PNG形式BMPは非対応 

JPG RGB/YCbCr/GRAY、ベースライン/プログレッシブ ロスレスJPEGは非対応 

PCT 16・32ビットDirect Bit、2～8ビットPixmap  

PNG 
RGB/カラーマップ/GRAY、アルファチャンネル対応 

非圧縮/Deflate圧縮 

 

PSD Adobe® Photoshop® 形式、8ビットRGB  

SWF Adobe® Flash® 形式 先頭フレームの画像を表示します。 

TGA 
RGB/カラーマップ/GRAY、Image Originビット対応 

非圧縮/RLE圧縮 

 

TIF RGB/CMYK/YCbCr/GRAY、非圧縮/JPEG圧縮/Deflate圧縮 マルチページTIFFには非対応 

PNG 高速VPNG、通常VPNG、CF9940/45VPNGに対応 ビデオトロン独自形式 

J2C  ビデオトロン独自形式 

VJ2 静止画・音声付静止画・動画 ビデオトロン独自形式 

STW 

ST5 
静止画・ロール 

ビデオトロン独自形式 

（送出イメージデータを含むファイルのみ対応） 
 

※Adobe Flashファイルは、先頭フレームの画像を表示します。 

※複数の画像を含むVideotronPNGファイルやSTW/ST5ファイルは、先頭の画像のみを表示します。 

※動画のVJ2ファイルの場合、サムネイルフレーム（未設定の時は先頭フレーム）の画像を表示します。 
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7.3. 各部の名称と働き 

7.3.1. メインウィンドウ 

ソフトウェアを起動すると、メインウィンドウが表示されます。 

 
PC/ファイル装置表示の場合 

 

 
PC/仮想ファイル装置表示の場合 

メニューバー 

メインパネル 

PCパネル ファイル装置パネル 

仮想ファイル装置パネル 



24 

 

ファイル装置/仮想ファイル装置表示の場合 

 

「メニューバー」 

メインメニューです。メニューの詳細は次のとおりです。 

 

 

アプリケーションの終了 ······················· 本ソフトウェアを終了します。 

 

元に戻す ··························································· 直前に行った動作を元にもどします。 

やり直し ······························································ 取り消した操作をやり直します。 

※元に戻す/やり直しは仮想ファイル装置表示のファイルリスト内操作について

有効です。 

 

「メインパネル」 

本アプリケーションのメイン操作や処理状態を表示します。 

 
 

 

1. [メイン]ボタン 

このボタンをクリックするとメインコントロールダイアログが表示され、本アプリケーションの各種設定や 

アプリケーション終了などメインの操作を行うことができます。 

 

2. [メインメッセージ]領域 

本アプリケーションの状態や各種機能実行時の処理状態をメッセージで表示します。 

 

①  ②  
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「PCパネル」 

起動PCの記憶装置や外部記憶装置内のフォルダー指定や指定したフォルダ内の各種ファイル状態を閲覧/操作します。 

 

 
 

 

1. [フォルダーパス]領域 

現在選択しているフォルダーのパスを表示します。 

 

2. [ツリー]領域 

コンピュータのフォルダー構造を、ツリー形式で表示します。 

このツリーで選択したフォルダー内のファイルが、リスト領域サムネイルとして表示されます。 

 

3. [リスト]領域 

ツリー領域で選択したフォルダー内のファイルをサムネイルとして表示します。 

読み込み可能な画像ファイルについてはサムネイル画像を、それ以外のフォルダー/ファイルはアイコンを 

表示します。 

サムネイル/アイコンの詳細は次のとおりです。 

 

画像ファイルの場合 

 

その他のフォルダー・ファイルの場合 

 

 

 

①  

② 

④ 

③ 

⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 
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No. 種類 備考 

1 
画像サイズ情報、 

フォルダー/ファイル情報 

一般的な画像サイズの場合に、その名称を表示します。（「HD 1080」「NTSC」「VGA」など）対応 

していないフォーマットの画像や、その他のフォルダー・ファイルの場合には、ファイル種別を 

表示します。 

2 ファイル種別(アイコン表示) 画像の色深度とファイルフォーマットをアイコンで表示します。 

3 サムネイル画像 

リスト設定ダイアログにて設定されたサイズで、画像をサムネイル表示します。 

対応していないフォーマットの画像や、その他のフォルダー/ファイルの場合にはアイコンを 

表示します。 

4 画像サイズ 画像サイズを「幅×高さ」で表示します。 

5 フォルダー/ファイル名 フォルダー/ファイル名を拡張子を含めた形で表示します。 

 

4. [プロパティ]領域 

リスト領域内に選択しているサムネイル(ファイル)の詳細情報を表示します。 

選択するファイルによって表示される項目が異なります。 

 

5. [リスト更新]ボタン 

このボタンをクリックするとリスト内の表示内容を更新します。 

 

6. [リスト設定]ボタン 

このボタンをクリックするとリスト設定ダイアログが表示され、リストの各種設定を行うことができます。 

 

7. [ST]ボタン 

そのボタンをクリックするとST入力アプリケーションが自動起動し、指定したSTファイルを読み込みテロップ 

編集します。 

※このボタンを使用するには同じPC上にST入力アプリケーションがインストールされている必要があります。 

 

8. [ファイル削除]ボタン 

このボタンをクリックすると指定したファイルを削除します。 

 

9. [ファイル転送]ボタン 

隣接しているターゲットファイル装置へ指定したファイルを転送します。 

このボタンをクリックすると転送先ファイル位置指定ウィンドウが表示され、転送先のファイル位置を指定する 

ことができます。 

 

10. [ファイルプレビュー]ボタン 

このボタンをクリックするとプレビューウィンドウが表示され、指定したファイルの画像イメージをプレビューすることが 

できます。 

 

11. [リストプリント]ボタン 

このボタンをクリックすると印刷ウィンドウが表示され、現在選択しているフォルダー内の画像ファイルのイメージを 

プリントアウトすることができます。 

 

※32bit 汎用ファイル（αチャンネル付）を CF-90HD/SD に登録する場合は、エキスプローラ等で FILL/KEY それぞ

れのファイル名を転送する位置のファイル番号に変更した後、画像ビューアソフトのPCパネル上でFILL/KEYファイ

ルを選択して「ファイル転送」ボタン（        ）をクリックし転送先位置指定OFF（p55参照）で転送してください。 

(プログラム1、ページ2、ファイルNo.34ならば 1234_f.j2c、1234_k.j2cプログラム10、ページ10は「0」になります。） 

ファイル番号の詳細仕様については、CF-90HD/SDの取扱説明書をご覧ください。 



27 

 

「ファイル装置パネル」 

MF-90/MF-70/CF-90などのファイル装置を接続し、そのファイル状態を閲覧/操作します。 

 

 

 

1. [接続状態]メッセージ 

現在、ファイル装置が接続されているかどうかをメッセージで表記しています。 

No. メッセージ 備考 

1 未接続 現在未接続(切断中)です。 

2 MF-90HD/SD接続中 現在MF-90HD/SDを接続中です。(下のかっこ内は接続対象のホスト名、または IPアドレスです) 

3 MF-70V接続中 現在MF-70Vを接続中です。(下のかっこ内は接続対象のホスト名、またはIPアドレスです) 

4 CF-90接続中 現在MF-90を接続中です。(下のかっこ内は接続対象のホスト名、またはIPアドレスです) 

 

2. [接続/切断]ボタン 

予めファイル装置情報設定ダイアログにてメイン設定されたファイル装置を接続/切断します。 

ボタン内のアイコン表示により動作が異なります。 

No. アイコン 備考 

1 
 

現在切断状態です。クリックすることで接続することができます。 

2 
 

現在接続状態です。クリックすることで切断することができます。 

 

3. [ファイル装置情報設定]ボタン 

このボタンをクリックするとファイル装置情報設定ダイアログが表示され、ファイル装置の登録管理を行います。 

 

4. [プログラム]ボタン 

ボタン内に現在選択しているプログラムNo.と名称(MF-90/MF-70のみ)が表示されます。 

このボタンをクリックするとプログラム選択ダイアログが表示され、プログラムを選択します。 

 

② ③ ④ ⑤  ⑦  ⑧ 

⑥  

⑨  

⑩  

⑭ ⑬ ⑮ ⑯ ⑰ 

①  

⑪ 

⑫ 
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5. [ページ]ボタン 

ボタン内に現在選択しているページNo.と名称(MF-90/MF-70のみ)が表示されます。 

このボタンをクリックするとページ選択ダイアログが表示され、ページを選択します。 

 
6. [ファイルリスト]領域 

指定したプログラム/ページ内のファイルをサムネイルでリスト表示します。 

表示しているサムネイルを選択し、移動/コピー/削除を行います。 

ファイル移動 …サムネイルを選択後、リスト内をドラッグ&ドロップします。 

(コピーモードONの場合はファイルコピーになります。) 

ファイルコピー …サムネイルを選択後、リスト内をCtrl + ドラッグ&ドロップします。(コピーモードOFFの場合) 

  …サムネイルを選択後、リスト内をドラッグ&ドロップします。(コピーモードONの場合) 

ファイル削除 …サムネイルを選択後、Deleteキーを選択します。 

ファイルリスト右側の上下ボタンをクリックすることでファイルリストをスクロールします。 

サムネイル/アイコンの詳細は次のとおりです。 

 

図5-2-12 ファイルリストサムネイル表示 
 

項目名 内  容 
ファイルNo. ファイルのNo.を表示します。 
タイトル ファイルのタイトルを表示します。 

 AUDIOが登録されているファイルです。 

構成 

ファイルのデータ構成を表示します。 

 …動画(ムービー) 

 …静止画(スチール) 

 …ロール 

サムネイルイメージ 
ファイルのイメージを表示します。 
動画 / ロールの場合は任意場所のフレームイメージを表示します。 

FILL/KEY 
ファイルのFILL/KEY状態を表示します。 

F …FILLが登録されています。 
K …KEYが登録されています。 

デュレーション 
ファイルのデュレーション(時：分：秒：フレーム)を表示します。 
静止画のみのファイルはSTILLを表示します。 

CHGモード 

チェンジ動作を設定します。 

無指定 …メインで設定されているCHGモードにしたがいます。 

CHG …通常のCHG動作をします。 

C&S …CHGと同時に動画再生を開始します。 

S LOCK …動画ファイルをCHGした場合、そのファイルをSTART/STOPさせるまで 

 次ファイルのCHGがロックされます。 

 編集が禁止されているファイルです。 

トランジション 
送出開始時に動作するトランジションの各種情報を表示します。 
トランジションの各種情報は下記「トランジション」を参照してください。 

再生終了 
動画やデュレーション付き静止画ファイルの送出が終了したときの最終フレーム動作を 
表示します。再生終了の各種情報は下記「再生終了」を参照してください。 

ファイルリピート 
送出時のリピート条件を表示します。 
ファイルリピートの各種情報は下記「ファイルリピート」を参照してください。 
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各種トランジション形式ごとの表示は以下の通りです 

No. 種 類 内  容 

1 
 

カットです。 

2 
 

フェードです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

3 
 

ディゾルブです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

4 
 

左方向のスクロールです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

5 
 

右方向のスクロールです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

6 
 

上方向のスクロールです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

7 
 

下方向のスクロールです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

8 
 

左方向のスライドです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

9 
 

右方向のスライドです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

10 
 

上方向のスライドです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

11 
 

下方向のスライドです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

12 
 

左方向のサイドワイプです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

13 
 

右方向のサイドワイプです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

14 
 

上方向のサイドワイプです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

15 
 

下方向のサイドワイプです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

16 
 

水平オープンのセンターワイプです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

17 
 

水平クローズのセンターワイプです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

18 
 

垂直オープンのセンターワイプです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

19 
 

垂直クローズのセンターワイプです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

20 
 

中央オープンのセンターワイプです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 

21 
 

中央クローズのセンターワイプです。アイコン下には長さ(フレーム)を表示します。 
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各ファイルの右側には再生終了設定、またはループ再生のアイコンが表示されます。 

No. 種 類 内  容 

1  AFTER CHANGEです。 

2  FREEZEです。 

3  BLACKです。 

4  CONTINUEです。 

5  AUTO REWINDです。 

 

No. 種 類 内  容 

1  回数です。アイコン下には回数を表示します。 

2  時間です。アイコン下には時間(時：分：秒：フレーム)を表示します。 

3  無限です。 

 

7. [リスト更新]ボタン 

このボタンをクリックするとリスト内の表示内容を更新します。 

 
8. [リスト設定]ボタン 

このボタンをクリックするとリスト設定ダイアログが表示され、リストの各種設定を行います。 

 
9. [ファイル範囲選択]ボタン 

1つファイル選択するとこのボタンがアクティブ状態となり、クリックする度にボタン内のインジケータが点灯/消去 

し、範囲選択のON/OFFを切り替えます。 

範囲選択ON状態では、先に選択したファイルからこれより選択するファイルまでに含まれるファイルを選択状態 

にします。1度範囲選択が完了すると自動的にこのボタンは消灯状態(範囲選択OFF)になります。 

 
10. [ファイル複数選択]ボタン 

このボタンをクリックする度にボタン内のインジケータが点灯/消灯し、複数選択のON/OFFを切り替えます。 

複数選択ON状態では、非選択状態のサムネイルをクリックすることで選択状態に、選択状態のサムネイルを 

クリックすることで非選択状態になります。 

 

11. [全選択]ボタン 

このボタンをクリックすると現在指定しているプログラム/ページ内の全ファイルを選択状態にします。 

 

12. [コピーモード] 

このボタンをクリックする度にボタン内のインジケータが点灯/消灯し、ファイルコピーモードのON/OFFを切り替え 

ます。 

コピーモードON状態では、選択ファイルのドラッグ&ドロップ操作によりファイルコピーを実行します。 

コピーモードOFF状態では、選択ファイルのドラッグ&ドロップ操作によりファイル移動を実行します。 

 



31 

 

13. 接続ファイル装置個別機能領域 

この領域には接続しているファイル装置個別の機能ボタンが表示/操作できます。 

接続されるファイル装置により表示される機能ボタンが異なります。 

●MF-90を接続している場合 

ベースバンド収録の機能ボタンが表示されます。 

No. ボタン 備考 

1 
 

動画収録ダイアログが表示され、MF-90の画像/音声入力による動画収録を行います。 

2 
 

静止画収録ダイアログが表示され、MF-90の画像/音声入力による静止画収録を行います。 

●MF-70を接続している場合 

この領域に機能ボタンは表示されません。 

●CF-90を接続している場合 

ファイルアクセス先のドライブを選択するための機能ボタンが表示されます。 

No. ボタン 備考 

1 
 

CF-90内のSSDドライブをアクセス対象にします。 

2 
 

CF-90内のCFカードドライブをアクセス対象にします。 

 
14. [ファイル削除]ボタン 

このボタンをクリックするとファイル削除ダイアログが表示され、指定したファイルを削除します。 

そのほかDeleteキーの入力でもファイル削除します。 

 

15. [ファイル転送]ボタン 

隣接しているPCフォルダー/仮想ターゲットファイル装置へ指定したファイルを転送します。 

仮想ターゲットファイル装置へ転送する場合、このボタンをクリックすると転送先ファイル位置指定ダイアログが表示 

され、転送先のファイル位置を指定します。 

そのほかリスト内のサムネイルをPCフォルダー/仮想ターゲットファイル装置パネルのリスト内へドラッグ&ドロップ 

操作した場合もファイルを転送します。 

 

16. [ファイルプレビュー]ボタン 

このボタンをクリックするとプレビューダイアログが表示され、指定したファイルの画像イメージをプレビューします。 

 

17. [リストプリント]ボタン 

このボタンをクリックすると印刷ダイアログが表示され、現在選択しているフォルダー内の画像ファイルのイメージを 

プリントアウトします。 
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「仮想ファイル装置パネル」 

起動PCの記憶装置や外部記憶装置内の任意フォルダー内にファイル装置のファイル階層を構築し、ファイル状態を閲覧/ 

操作します。 

 

 

 

1. [仮想ファイル装置]メッセージ 

現在選択している仮想ファイル装置の名称をメッセージで表記しています。 

No. メッセージ 備考 

1 MF-90仮想ファイル装置  現在MF-90の仮想ファイル装置を選択中です。(下のかっこ内は仮想ファイルのパスです) 

2 MF-70仮想ファイル装置 現在MF-70の仮想ファイル装置を選択中です。(下のかっこ内は仮想ファイルのパスです) 

3 CF-90仮想ファイル装置 現在CF-90の仮想ファイル装置を選択中です。(下のかっこ内は仮想ファイルのパスです) 

 

2. [プログラム]ボタン 

ボタン内に現在選択しているプログラムNo.と名称(MF-90/MF-70のみ)が表示されます。 

このボタンをクリックするとをクリックするとプログラム選択ダイアログが表示され、プログラムを選択します。 

 

3. [ページ]ボタン 

ボタン内に現在選択しているページNo.と名称(MF-90/MF-70のみ)が表示されます。 

このボタンをクリックするとをクリックするとページ選択ダイアログが表示され、ページを選択します。 

 

4. [ファイルリスト]領域 

指定したプログラム/ページ内のファイルをサムネイルでリスト表示します。 

表示しているサムネイルを選択し、移動/コピー/削除を行います。 

ファイル移動 …サムネイルを選択後、リスト内をドラッグ&ドロップします。 

(コピーモードONの場合はファイルコピーになります。) 

ファイルコピー …サムネイルを選択後、リスト内をCtrl + ドラッグ&ドロップします。(コピーモードOFFの場合) 

  …サムネイルを選択後、リスト内をドラッグ&ドロップします。(コピーモードONの場合) 

ファイル削除 …サムネイルを選択後、Deleteキーを選択します。 

ファイルリスト右側の上下ボタンをクリックすることでファイルリストをスクロールします。 

サムネイル/アイコンの詳細は「ファイル装置パネルの同項目を参照ください。 

 

① ③ ⑤ ⑥ 

④ 

⑦ 

⑧ 

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ 

⑨ 

⑩ 

② 
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5. [リスト更新]ボタン 

このボタンをクリックするとリスト内の表示内容を更新します。 

 

6. [リスト設定]ボタン 

このボタンをクリックするとリスト設定ダイアログが表示され、リストの各種設定を行います。 

 
 

7. [ファイル範囲選択]ボタン 

1つファイル選択するとこのボタンがアクティブ状態となり、クリックする度にボタン内のインジケータが点灯/消去し、 

範囲選択のON/OFFを切り替えます。 

範囲選択ON状態では、先に選択したファイルからこれより選択するファイルまでに含まれるファイルを選択状態に 

します。1度範囲選択が完了すると自動的にこのボタンは消灯状態(範囲選択OFF)になります。 

 

8. [ファイル複数選択]ボタン 

このボタンをクリックする度にボタン内のインジケータが点灯/消灯し、複数選択のON/OFFを切り替えます。 

複数選択ON状態では、非選択状態のサムネイルをクリックすることで選択状態に、選択状態のサムネイルをクリック

すことで非選択状態になります。 

 

9. [全選択]ボタン 

このボタンをクリックすると現在指定しているプログラム/ページ内の全ファイルを選択状態にします。 

 

10. [コピーモード] 

このボタンをクリックする度にボタン内のインジケータが点灯/消灯し、ファイルコピーモードのON/OFFを切り替え 

ます。 

コピーモードON状態では、選択ファイルのドラッグ&ドロップ操作によりファイルコピーを実行します。 

コピーモードOFF状態では、選択ファイルのドラッグ&ドロップ操作によりファイル移動を実行します。 

 

11. [ファイル削除]ボタン 

このボタンをクリックするとファイル削除ダイアログが表示され、指定したファイルを削除します。 

そのほかDeleteキーの入力でもファイル削除します。 

 

12. [ファイル転送]ボタン 

隣接しているPCフォルダー/ターゲットファイル装置へ指定したファイルを転送します。 

ターゲットファイル装置へ転送する場合、このボタンをクリックすると転送先ファイル位置指定ダイアログが表示され、 

転送先のファイル位置を指定します。 

そのほかリスト内のサムネイルをPCフォルダー/ターゲットファイル装置パネルのリスト内へドラッグ&ドロップ操作 

した場合もファイルを転送します。 

 

13. [ファイルプレビュー]ボタン 

このボタンをクリックするとプレビューダイアログが表示され、指定したファイルの画像イメージをプレビューします。 

 

14. [リストプリント]ボタン 

このボタンをクリックすると印刷ダイアログが表示され、現在選択しているフォルダー内の画像ファイルのイメージを 

プリントアウトします。 
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7.3.2. メインコントロールダイアログ 

メインパネル内の[メイン]ボタンをクリックすると、メインコントロールダイアログが表示されます。 

 

 

1. [アプリケーション情報]領域 

本アプリケーションのバージョン等、各種情報を表示します。 

 

2. [アプリケーション設定]ボタン 

このボタンをクリックするとアプリケーション設定ダイアログが表示され、アプリケーションの各種設定を行います。 

 

3. [アプリケーションログ]ボタン 

このボタンをクリックするとアプリケーションログダイアログが表示され、現在までのアプリケーション処理ログを 

閲覧します。 

 

4. [アプリケーション終了]ボタン 

このボタンをクリックするとメインコントロールダイアログの表示が消え、本アプリケーションが終了します。 

 

5. [閉じる]ボタン 

このボタンをクリックするとメインコントロールダイアログが閉じます。 

 

①  

②  ③  

④  ⑤  
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7.3.3. アプリケーション設定ウィンドウ 

メインコントロールウィンドウ内の[アプリケーション設定]ボタンをクリックすると、アプリケーション設定ダイアログが 

表示されます。 

 

 

1. パネル構成 

本アプリケーションは一度に表示できるメインウィンドウ内のパネルがメインパネルを除いて2つまでです。 

これによりPC/ファイル装置/仮想ファイル装置の内、いずれか2つの組み合わせを選択する必要があります。 
 

No. 項目 備考 

1 [PC] – [ファイル装置] メインウィンドウの左側にPCパネル、右側にファイル装置パネルを表示します。 

2 [PC] – [仮想ファイル装置] メインウィンドウの左側にPCパネル、右側に仮想ファイル装置パネルを表示します。 

3 
[仮想ファイル装置]  - 

[ファイル装置] 

メインウィンドウの左側に仮想ファイル装置パネル、右側にファイル装置パネルを表示します。 

 

 

2. オプション 

本アプリケーションは通常起動の他にオプション起動があり、オプション動作時に必要となる共有フォルダーのパス 

やコントロールフォルダー内に格納される各種指示ファイルをポーリングする周期時間を設定します。 
 

No. 項目 備考 

1 共有フォルダー 
オプション動作時に上位アプリケーションとのファイル交換として必要となる共有フォルダーのパスが表示さ

れ、右側のボタンをクリックすることでフォルダー指定ダイアログが表示され、フォルダーパスを指定します。 

2 ポーリング周期 

オプション動作時にコントロールフォルダー内に格納される各種指示ファイルをポーリングするため
の周期時間が表示され、このボタンをクリックすることで数値入力ダイアログが表示され、周期時
間を数値入力します。 

 

3. [設定]ボタン 

このボタンをクリックするとアプリケーション設定ダイアログの表示が消え、ダイアログ内で設定した内容を適用 

します。 

※ パネル構成を変更した場合、変更内容を反映するにはアプリケーションを再起動する必要があります。 

 

4. [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックするとアプリケーション設定ダイアログの表示が消え、ダイアログ内で設定した内容をキャンセル 

します。 

 

① 

③ ④ 

② 
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7.3.4. アプリケーションログダイアログ 

メインコントロールダイアログ内のアプリケーションログボタンをクリックすると、アプリケーションログダイアログが 

表示されます。 

 
 
 
 
1. [ログ一覧リスト]領域 

現在までに記録されているアプリケーションログを年月日単位でリスト表示します。 

任意のログ部分をクリックすることでそのログを選択します。1度に選択できるログは1つです。 

リスト横には記録されている全ログに対して現在リストに表示されているログの位置を表示します。 

さらにその横の各種上下ボタンをクリックすることにより、リストをスクロールします。 

 
2. [エクスポート]ボタン 

ファイル保存ダイアログが表示され、選択しているログの内容をCSVフォーマットのファイルとして 

エクスポートします。 

 
3. [ログ内容リスト]領域 

選択しているログの内容をリスト表示します。 

リスト横には全ログ内容に対して現在リストに表示されているログ内容の位置を表示します。 

さらにその横の各種上下ボタンをクリックすることにより、リストをスクロールします。 

 
4. [閉じる]ボタン 

アプリケーションログダイアログの表示が消えます。 

 

②  ①  

③  

④  
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7.3.5. PC - リスト設定ダイアログ 

PCパネル内のリスト設定ボタンをクリックすると、PC - リスト設定ダイアログが表示されます。 

 

 

1. [サイズ設定]ボタン 

このボタンをクリックするとリストサムネイルサイズ選択ダイアログが表示され、リストのサムネイルサイズを 

選択します。サイズ設定後、直ちにリスト内のサムネイルサイズが更新されます。 

 

2. [設定]ボタン 

このボタンをクリックするとリスト設定ダイアログの表示が消え、ダイアログ内で設定した内容を適用します。 

 

3. [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックするとリスト設定ダイアログの表示が消え、ダイアログ内で設定した内容をキャンセルします。 

 

①  

②  ③  
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7.3.6. ファイル装置 - リスト設定ダイアログ 

ファイル装置パネル内のリスト設定ボタンをクリックすると、ファイル装置 - リスト設定ダイアログが表示されます。 

 
 
 
1. サイズ設定 

リストのサムネイルサイズを選択します。サイズの単位は％(パーセンテージ)、設定範囲は50～200%です。 

サイズ選択後、直ちにリスト内のサムネイルサイズが変更されます。 
 

No. ボタン 備考 

1 
 

サムネイルサイズを-1します。 

2 
 

数値入力ダイアログが表示され、サムネイルサイズを数値入力します。 

3 
 

サムネイルサイズを+1します。 

 
 

2. ヘッダ表示切り替え 

サムネイルヘッダの表示位置を切り替えます。 
 

No. ボタン 備考 

1 
 

ヘッダをサムネイルの外側に表示します。 

2 
 

ヘッダをサムネイルの内側に表示します。 

 
 

3.  [サイド表示]チェック 

サムネイルのサイド表示ON/OFFを切り替えます。 

 
 

4.  [フッタ表示]チェック 

サムネイルフッタ表示ON/OFFを切り替えます。 

 
 

5.  [設定]ボタン 

このボタンをクリックするとリスト設定ダイアログの表示が消え、ダイアログ内で設定した内容を適用します。 

 
 

6.  [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックするとリスト設定ダイアログの表示が消え、ダイアログ内で設定した内容をキャンセルします。 

 

①  

②  

③  

④  

⑤ ⑥  
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7.3.7. 仮想ファイル装置 - リスト設定ダイアログ 

仮想ファイル装置パネル内のリスト設定ボタンをクリックすると、仮想ファイル装置 - リスト設定ダイアログが 

表示されます。 

 

1. サイズ設定 

リストのサムネイルサイズを選択します。サイズの単位は％(パーセンテージ)、設定範囲は50～200%です。 

サイズ選択後、直ちにリスト内のサムネイルサイズが変更されます。 
 

No. ボタン 備考 

1 
 

サムネイルサイズを-1します。 

2 
 

数値入力ダイアログが表示され、サムネイルサイズを数値入力します。 

3 
 

サムネイルサイズを+1します。 

 
2. ヘッダ表示切り替え 

サムネイルヘッダの表示位置を切り替えます。 
 

No. ボタン 備考 

1 
 

ヘッダをサムネイルの外側に表示します。 

2 
 

ヘッダをサムネイルの内側に表示します。 

 
3. [サイド表示]ボタン 

サムネイルのサイド表示ON/OFFを切り替えます。 
 

4. [フッタ表示]ボタン 

サムネイルフッタ表示ON/OFFを切り替えます。 
 

5. ターゲットファイル装置切替 

ターゲットとするファイル装置種類を切り替えます。 
 

No. 種類 備考 

1 MF-90 MF-90をターゲットとします。 

2 MF-70 MF-70をターゲットとします。 

3 CF-90 CF-90をターゲットとします。 
 

6. ターゲットファイル装置フォルダーパス表示/設定 

ターゲットとする各種ファイル装置のデータ格納場所(フォルダーパス)が表示され、右側のボタンをクリックする 

ことでフォルダー指定ダイアログが表示され、フォルダーパスを指定します。 
 

①  

②  

⑤ 

③  

④  

⑦ ⑧
っ 

⑥ 
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7. [設定]ボタン 

このボタンをクリックするとリスト設定ダイアログの表示が消え、ダイアログ内で設定した内容を適用します。 
 

8. [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックするとリスト設定ダイアログの表示が消え、ダイアログ内で設定した内容をキャンセルします。 
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7.3.8. プレビューダイアログ 

各種パネルの [ファイルプレビュー]ボタンをクリックすると、プレビューダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

1. [イメージ表示]領域 

選択しているファイルの画像が表示されます。 

画像全体がウィンドウ内に表示しきれていない時、領域内をクリックすると四隅にスクロールボタンが表示され、 

クリックすることで画像全体をスクロールします。 

 

2. [イメージ更新]ボタン 

このボタンをクリックすると現在表示中の画像を再読み込み、表示します。 

 

3. 倍率選択 

イメージの表示倍率を切り替えます。 

No. ボタン 備考 

1 
 
表示倍率を下げて、ズームアウトします。 

2 
 
倍率選択ダイアログが表示され、任意の倍率を選択します。 

3 
 
表示倍率を上げて、ズームインします。 

※プレビューダイアログが表示された直後にイメージ表示がない場合、イメージ更新ボタンをクリックしてください。 

②  ③ ④  

①  

⑤ ⑥  ⑦  ⑨  

⑧  
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No. 表示 備考 

1 ウィンドウサイズに合わせる 画像全体が表示されるようにズームします。 

2 ウィンドウの横幅に合わせる 画像の横幅をウィンドウサイズに合わせてズームします。 

3 ウィンドウの高さに合わせる 画像の高さをウィンドウサイズに合わせてズームします。 

4 ズームイン 表示倍率を上げて、ズームインします。 

5 ズームアウト 表示倍率を下げて、ズームアウトします。 

6 50%表示 表示倍率を50%（縮小表示）にします。 

7 100%表示 表示倍率を100%（等倍表示）にします。 

8 200%表示 表示倍率を200%（拡大表示）にします。 

9 
 

倍率選択ダイアログの表示が消え、倍率選択をキャンセルします。 

 

 

4. 表示切替 

イメージの表示形式を切り替えます。 

No. ボタン 備考 

1 

 
白背景の上に画像をアルファブレンド表示します。 

2 

 
黒背景の上に画像をアルファブレンド表示します。 

3 

 
画像のRGBチャンネルのみを表示します。 

4 

 
画像のアルファチャンネルのみを表示します。 
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黒背景／白背景／RGB／アルファチャンネルのみ のボタンにより、次のように表示が切り替わります。 

 
黒背景アルファブレンド 

 
白背景アルファブレンド 

 
RGBチャンネルのみ 

 
アルファチャンネルのみ 

 
5. 再生コントロール 

動画ファイルをプレビューする場合、フレームを連続表示して動画再生するようコントロールします。 

No. ボタン 備考 

1 
 

動画再生を巻き戻します。 

2 
 

動画再生を開始します。 

3 
 

動画再生を早送りします。 

4 
 

再生中の動画を停止します。 

 
6. フレームコントロール 

動画ファイルをプレビューする場合、表示フレームを指定します。 

No. ボタン 備考 

1 
 

動画の最初フレームを表示します。 

2 
 

現在表示フレームを1戻ります。 

3 
 

現在表示フレームを1進みます。 

4 
 

動画の最終フレームを表示します。 

 
7. [現在フレーム設定]ボタン 

このボタンをクリックすると数値入力ダイアログが表示され、現在フレームを数値で入力します。 

 
8. [プレビュー情報表示]領域 

現在表示しているファイルの各種情報を表示します。 

 

9. [閉じる]ボタン 

このボタンをクリックするとプレビューダイアログを閉じます。 

 



44 

 

7.3.9. 印刷ダイアログ(PCパネル) 

表示しているフォルダー内の画像を、印刷することができます。用紙1枚に1画像を印刷するほかに、 

コンタクトシート(用紙1枚に複数の画像を出力)のような印刷形式も選択することができます。 

※サムネイルが表示されていない（読み出し中も含む）画像は印刷対象に含まれません。 

※画質重視で印刷を行うため、スプールデータのサイズが非常に大きくなります。 

※特にPDFに出力した場合、PDF変換の設定によっては100 MBを超える場合もあります。 

 

「全般」タブ ――― 使用環境に応じたプリンターの設定 

 
※ 詳しくはお使いのコンピューター・周辺機器の取扱説明書をご参照ください。 

 

「印刷形式」タブ――― 印刷する画像についての設定 

 
 
1. 印刷対象 

フォルダー内の全画像を印刷するか、選択されている画像のみを印刷するかを指定します。 

 
2. 印刷形式 

用紙1枚に印刷する画像数と、画像サイズ(幅×高さ)を印刷するかを指定します。 

用紙あたりの画像数は、以下から選択することができます。 

 

 

①  

②  

③  



45 

No. 表示 備考 

1 1画像 用紙1枚に1画像を印刷 

2 2画像(1x2) 2行1列で2画像を印刷 

3 8画像(2x4) 4行2列で8画像を印刷 

4 15画像(3x5) 5行3列で16画像を印刷 

5 24画像(4x6) 6行4列で24画像を印刷 

6 40画像(5x8) 8行5列で40画像を印刷 

 
3. 印刷モード 

画像の印刷方法を指定します。 

No. 表示 備考 

1 FILLのみを印刷する 画像のFILLのみを印刷します。 

2 KEYのみを印刷する 画像のKEYのみを印刷します。KEYが含まれていない場合は白で印刷されます。 

3 FILL+KEY (黒背景) 黒背景の上に画像をアルファブレンドして印刷します。 

4 FILL+KEY (白背景) 白背景の上に画像をアルファブレンドして印刷します。 

5 FILL,KEY両方を印刷 
FILLとKEY両方を印刷します。最初にFILL、次にKEYが印刷されます。 

KEYが含まれていない場合、KEYは白で印刷されます。 

 

印刷サンプル 

 用紙1枚に1画像表示、FILLのみ、画像サイズを印刷 

 
 

 用紙1枚に2画像表示、FILL,KEY両方を印刷、画像サイズを印刷 
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 用紙1枚に8画像表示、FILL,KEY両方を印刷、画像サイズを印刷 

 
 

 用紙1枚に40画像表示、FILLのみ 

 
 

 



47 

 

7.3.10. 印刷ダイアログ(ファイル装置、仮想ファイル装置) 

「全般」タブ ――― 使用環境に応じたプリンターの設定 

 
※詳しくはお使いのコンピューター・周辺機器の取扱説明書をご参照ください。 

 

「印刷形式」タブ――― 印刷する画像についての設定 

 
 

1. 印刷対象 

ページ内の全ファイルを印刷するか、選択されているファイルのみを印刷するかを指定します。 

 

2. 印刷モード 

画像の印刷方法を指定します。 

印刷方法については「7.3.9.-3.印刷モード」と同様ですのでそちらを参照してください。 

 

①  

②  
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印刷サンプル 

 FILL, KEY両方を印刷 

 

 FILL+KEY(白背景)を印刷 
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7.3.11. プログラム選択ダイアログ(ファイル装置/仮想ファイル装置) 

ファイル装置パネル(または仮想ファイル装置パネル)内のプログラムボタンをクリックすると、 

プログラム選択ダイアログが表示されます。 

 

 
 

1. [選択リスト]領域 

プログラムNo.と名称の一覧を表示します。 

現在選択しているプログラムには選択カラムに”○”が表示されます。 

ファイルのあるプログラムにはファイルカラムに”○”が表示されます。 

任意のプログラムNo.をクリックするとプログラム選択ダイアログが閉じ、プログラムボタンには選択した 

プログラムのNo. + 名称が表示されます。 

※MF-90/MF-70接続時にはプログラムNo.には0～9が、CF-90接続時には1～10が表示されます。 

※CF-90接続時にはプログラム名称は表示されません。 

 

2. [閉じる]ボタン 

プログラム選択ダイアログの表示が閉じ、プログラム選択をキャンセルします。 

 

①  

②  
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7.3.12. ページ選択ウィンドウ(ファイル装置、仮想ファイル装置) 

ファイル装置パネル(または仮想ファイル装置パネル)内のページボタンをクリックすると、ページ選択ダイアログが 

表示されます。 

 
 

1. [選択リスト]領域 

ページNo.と名称の一覧を表示します。 

現在選択しているページには選択カラムに”○”が表示されます。 

ファイルのあるページにはファイルカラムに”○”が表示されます。 

任意のページNo.をクリックするとページ選択ウィンドウが閉じ、ページボタンには選択したページの 

No. + 名称が表示されます。 

※MF-90/MF-70接続時にはページNo.には0～9が、CF-90接続時には1～10が表示されます。 

※CF-90接続時にはページ名称は表示されません。 

 

2. [閉じる]ボタン 

ページ選択ダイアログの表示が閉じ、ページ選択をキャンセルします。 

 

①  

② ゜ 
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7.3.13. ファイル装置情報設定ダイアログ 

ファイル装置パネル内のリスト設定ボタンをクリックすると、リスト設定ダイアログが表示されます。 

 

 

 

1. [情報リスト]領域 

本アプリケーションにて接続すべきファイル装置情報の一覧を表示します。 

領域内で任意のファイル装置アイコンをクリックすると選択状態になります。 

※選択できるアイコンは1つです。 

 

2. [情報追加]ボタン 

ボタンをクリックするとファイル装置情報新規ダイアログが表示され、ファイル装置情報を新たに追加します。 

 

3. [情報編集]ボタン 

ボタンをクリックするとファイル装置情報編集ダイアログが表示され、現在選択しているファイル装置情報を 

編集します。 

 

4. [登録]ボタン 

ボタンをクリックすると現在選択しているファイル装置情報を接続対象として登録します。 

 

5. [情報削除]ボタン 

ボタンをクリックすると現在選択しているファイル装置情報を削除します。 

 

6. [登録リスト]領域 

接続対象としているファイル装置の一覧を表示します。 

領域内で任意のファイル装置アイコンをクリックすると選択状態になります。 

※選択できるアイコンは1つです。 

 

7. [メイン]ボタン 

ボタンをクリックすると現在選択しているファイル装置をメイン(主接続対象)にします。 

 

8. [登録削除]ボタン 

ボタンをクリックすると現在選択しているファイル装置の登録を削除します。 

 

 

 

④  

①  

②  
③  

⑥  

⑦  

⑤ 

⑧  

⑨  ⑩  ⑪  
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9. [接続]ボタン 

ボタンをクリックするとそれまで接続しているファイル装置を切断し、現在メイン対象になっているファイル装置を 

接続します。 

 

10. [設定]ボタン 

ファイル装置情報設定ダイアログの表示が閉じ、ウィンドウ内の設定が適用されます。 

 

11. [キャンセル]ボタン 

ファイル装置情報設定ダイアログの表示が閉じ、ウィンドウ内の設定がキャンセルされます。 
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7.3.14. ファイル装置情報新規/編集ダイアログ 

ファイル装置情報設定ダイアログ内の情報追加/編集ボタンをクリックすると、ファイル装置情報新規/編集ダイアログが 

表示されます。 

 
 

1. 名称設定 

現在入力している、または選択したファイル装置情報の名称が名称領域に表示されます。 

また、名称領域右側の名称入力ボタンをクリックすると文字入力ダイアログが表示され、名称を入力します。 

 

2. [IPアドレス設定]ボタン 

現在入力している、または選択したファイル装置情報の IPアドレスがボタン内に表示されます。 

このボタンをクリックすると数値入力ダイアログが表示され、IPアドレスを入力します。 

 

3. コメント設定 

現在入力している、または選択したファイル装置情報のコメントがコメント領域に表示されます。 

また、コメント領域右側のコメント入力ボタンをクリックすると文字入力ダイアログが表示され、コメントを入力します。 

 

4. [設定]ボタン 

ファイル装置情報新規/編集ダイアログの表示が閉じ、ダイアログ内の設定が適用されます。 

 

5. [キャンセル]ボタン 

ファイル装置情報新規/編集ダイアログの表示が閉じ、ダイアログ内の設定がキャンセルされます。 

 

①  

②  

③  

④  ⑤  
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7.3.15. ファイル削除ダイアログ(ファイル装置/仮想ファイル装置) 

ファイル装置パネル内のファイル削除ボタンをクリックすると、ファイル削除ダイアログが表示されます。 

 

 

1. [詰め削除指定]チェック 

選択したファイルを削除した際、後ろのファイルを詰めるかどうかのON/OFFを設定します。 

 

2. [はい]ボタン 

ファイル削除ダイアログの表示が閉じ、指定した内容にしたがいファイルを削除します。 

 

3. [いいえ]ボタン 

ファイル削除ダイアログの表示が閉じ、ファイル削除をキャンセルします。 

 

①  

②  ③  
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7.3.16. 転送先ファイル位置指定ダイアログ 

PC/ファイル装置/仮想ファイル装置パネルからファイル装置/仮想ファイル装置パネルへファイル転送する際、 

転送先ファイル位置入力ダイアログが表示されます。 

 

 

 

1. 転送元位置情報 

転送元のファイルパス、または位置(プログラムNo./ページNo./ファイルNo.)が表示されます。 

 

2. 転送先位置情報 

転送先の位置(プログラムNo./ページNo./ファイルNo.)が表示されます。 

 

3. 転送位置指定ON/OFFボタン 

このボタンをクリックする度にボタン内のインジケータが点灯/消灯し、転送先位置指定のON/OFFを切り替えます。 

転送位置指定ON状態では、ダイアログ中央の転送先指定にしたがいファイルを転送します。 

実際には指定位置からの空きファイル部分に転送します。 

転送位置指定OFF状態では、転送元と同じ位置にファイルを転送します。 

転送先位置にファイルが存在している場合は、上書きするかしないかを選択します。 

 

4. 転送先指定 

転送先のプログラムNo./ページNo./ファイルNo.をそれぞれ指定します。(転送位置指定ON状態のみ指定できます。) 

各ボタンをクリックすると数値入力ダイアログが表示され、それぞれのNo.を入力します。 

 

5. [指定]ボタン 

このボタンをクリックすると転送先ファイル位置入力ダイアログの表示が閉じ、指定内容にしたがいファイルを転送 

します。 

 

6. [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックすると転送先ファイル位置入力ダイアログの表示が閉じ、ファイル転送をキャンセルします。 

 

④ 

⑤ ⑥ 

③ 

① 

② 
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7.3.17. 動画収録ダイアログ 

ファイル装置パネル内の動画収録ボタンをクリックすると、動画収録ダイアログが表示されます。 

 

 
 
 
1. プログラム/ページNo.領域 

収録対象となるプログラム/ページNo.(現在の指定)を表示します。 

 

2. ファイルNo.指定 

収録先となるファイルNo.をこのボタン内に表示します。 

動画収録ダイアログを表示した直後は現在の指定プログラム/ページNo.内の空きファイルNo.を表示します。 

このボタンをクリックすると数値入力ダイアログが表示され、任意のファイルNo.を入力します。 

 

3. タイトル設定 

収録するファイルのタイトルがタイトル領域に表示されます。 

また、タイトル領域右側のタイトル入力ボタンをクリックすると文字入力ダイアログが表示され、タイトルを入力します。 

 

4. 入力指定 

動画収録する際の入力構成(FILL/KEY/AUDIO)を指定します。 

No. 項目 内容 

1 
 

FILLの収録構成を指定します。 
OFF …FILLを収録しません。 
FILL IN …FILL INPUTからの映像を収録します。 
白 …白映像を収録します。 
黒 …黒映像を収録します。 
クリア  …既に登録済みのFILLを削除します。 

2 
 

KEYの収録構成を指定します。 
OFF …KEYを収録しません。 
FILL IN …FILL INPUTからの映像を収録します。 
KEY IN …KEY INPUTからの映像を収録します。 
白 …白映像を収録します。 
黒 …黒映像を収録します。 
クリア  …既に登録済みのKEYを削除します。 

①  ②  

④  

③ 

⑥  

⑤ 

⑦  ⑧  ⑨  
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3 
 

AUDIO収録構成を指定します。 
OFF …AUDIOを収録しません。 
FILL IN …FILL INPUTからの音声(エンベデッド)を収録します。 
無音 …無音を収録します。 

クリア  …既に登録済みのAUDIOを削除します。 

 

5. VTRコントロール 

ファイル装置(MF-90HD/SD)に接続されているVTRをリモート操作します。 

No. 項目 内容 

1  VTRのカウントを表示/入力します。 

2 
 

VTRを入力カウントまで頭出しします。 

3 
 

VTRを再生します。 

4 
 

VTR再生を停止します。 

5 
 

VTRを巻き戻します。 

6 
 

VTRを早送りします。 

7 
 

VTRを前後にコマ送りします。 

 

6. VTRイベント指定 

VTRイベントの設定を行います。 

No. 項目 内容 
1 更新 現在のファイル ID、入力指定、IN/OUT点、デュレーションを選択リスト内容に更新します。 
2 削除 選択している IN/OUR点情報リストを削除します。 
3 CSV INP 指定したVTR CSVフォーマットのデータを読み込み、収録リストとして展開します。 
4 CSV EXP 収録リストをVTR CSVフォーマットでエクスポートします。 
5 IN設定 現在のカウント位置をVTR取り込み時のIN点として設定します。 

6 IN数値 
収録開始する IN点（時：分：秒.フレーム）を設定します。 
数値右側のロックマークを選択することで IN点を基準としてOUT点-デュレーションを入力し
ます。 

7 OUT設定 現在のカウント位置をVTR取り込み時のOUT点として設定します。 

8 OUT数値 
収録終了するOUT点（時：分：秒.フレーム）を設定します。 
数値右側のロックマークを選択することでOUT点を基準としてIN点-デュレーションを入力
します。 

9 DUR 
収録のデュレーション(時：分：秒.フレーム)を設定します。 
IN点ロック時にデュレーションを変更することでOUT点数値が、OUT点ロック時に IN点数
値が変化します。 

10 追加 現在指定のファイル ID、入力指定、IN/OUT点、デュレーションをリストに追加します。 

 

7. イベント収録 

VTRイベント収録動作を行います。 

No. 項目 内容 
1 1イベント収録 リストの1イベント収録毎に処理の続行を聞いてきます。 
2 イベント一括収録 一度に全リストをもとにVTR収録します。 

 
8. マニュアル収録 

マニュアル収録開始/終了動作を行います。 

No. 項目 内容 

1 マニュアル収録開始 
マニュアル動画収録開始します。 
収録開始後、ボタン左側に現在の収録時間が表示されます。 

2 マニュアル収録終了 マニュアル動画収録を終了します。 
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9. [閉じる]ボタン 

このボタンをクリックすると動画収録ダイアログを閉じます。 

 

●動画収録後のファイルデータの IN/OUT/デュレーションは次のとおりになります。 

VTR

収録時IN点
(01:00:00.00)

収録時OUT点
(01:00:10.00)

基準点
(00:00:00.00)

再生終了点
(00:00:10.00)

素材データ

収録

素材デュレーション

 

 
●収録CSVインポート/エクスポート 

CSV INP/EXP時のファイルフォーマットは以下のとおりです。 

・CSVフォーマット(カンマ区切り) 

・内部構成 

カラムNo. 内容 

1 ファイル ID 

2 ファイルタイトル 

3 FILL構成(OFF/FILLIN/WHITE/BLACK) 

4 KEY構成(OFF/FILLIN/KEYIN/WHITE/BLACK) 

5 AUDIO構成(OFF/FILLIN/NON) 

6 IN(時：分：秒.フレーム) 

7 OUT(時：分：秒.フレーム) 

※レコードにつき1イベント分のデータとし、イベント数分のデータが1ファイルとして納められています。 

 

 

収録インポート/エクスポート用CSVデータ例 

 



59 

 

7.3.18. 静止画収録ウィンドウ 

ファイル装置パネル内の静止画収録ボタンをクリックすると、静止画収録ダイアログが表示されます。 

 

 

 
1. プログラム/ページNo.領域 

収録対象となるプログラム/ページNo.(現在の選択)を表示します。 

 

2. ファイルNo.指定 

収録先となるファイルNo.をこのボタン内に表示します。 

静止画収録ダイアログを表示した直後は現在の指定プログラム/ページNo内の空きファイルNo.を表示します。 

このボタンをクリックすると数値入力ダイアログが表示され、任意のファイルNo.を入力します。 

 

3. タイトル設定 

収録するファイルのタイトルがタイトル領域に表示されます。 

また、タイトル領域右側のタイトル入力ボタンをクリックすると文字入力ダイアログが表示され、タイトルを入力します。 

 

4. 入力指定 

静止画収録する際の入力構成(FILL/KEY/AUDIO)を指定します。 

No. 項目 内容 

1 
 

FILLの収録構成を指定します。 
OFF …FILLを収録しません。 
FILL IN …FILL INPUTからの映像を収録します。 
白 …白映像を収録します。 
黒 …黒映像を収録します。 
クリア  …既に登録済みのFILLを削除します。 

2 
 

KEYの収録構成を指定します。 
OFF …KEYを収録しません。 
FILL IN …FILL INPUTからの映像を収録します。 
KEY IN …KEY INPUTからの映像を収録します。 
白 …白映像を収録します。 
黒 …黒映像を収録します。 
クリア  …既に登録済みのKEYを削除します。 

3 
 

AUDIO収録構成を指定します。 
OFF …AUDIOを収録しません。 
FILL IN …FILL INPUTからの音声(エンベデッド)を収録します。 

クリア  …既に登録済みのAUDIOを削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

①  ②  

④  

③ 

⑤  
⑥  

⑦  ⑧  
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5. 形式指定 

収録形式の指定を行います。 

No. 項目 内容 
1 フィールド 映像をフィールドで取り込みます。 
2 フレーム 映像をフレームで取り込みます。 

 

6. [フリーズ]ボタン 

このボタンをクリックするとボタンが点灯状態となり、入力映像をフリーズ状態にします。 

フリーズ状態からこのボタンをクリックするとボタンが消灯状態となり、フリーズ状態を解除します。 

 

7. 収録 

収録開始/終了動作を行います。 

No. 項目 内容 

1 収録開始 
静止画の収録を開始します。 
音声付きの場合、収録開始後ボタン左側に現在の収録時間が表示されます。 

2 収録終了 静止画の収録を終了します。 

 

8. [閉じる]ボタン 

このボタンをクリックすると静止画収録ダイアログを閉じます。 

 

●静止画収録後のファイルデータは次のとおりになります。 

 

ライン

取り込み点

素材データ

取り込み

素材デュレーション無し

基準点
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8. 画像変換/ビューアソフト共通 

8.1. 各部の名称と働き 

8.1.1. 開くファイル選択ダイアログ 

各ファイル選択ボタンをクリックすると開くファイル選択ダイアログが表示され、ファイルを選択します。 

 

 
 
1. [現在指定フォルダー]領域 

現在指定しているフォルダーの名称を表示します。 

 
2. [上階層移動]ボタン 

このボタンをクリックすると現在指定しているフォルダーの上位階層へ移動します。 

ただし、最上位階層より上は移動できません。 

 
3. [下階層移動]ボタン 

このボタンをクリックすると現在指定しているフォルダーの下位階層へ移動します。 

ただし、ダイアログ内で可能な範囲内でのみ移動できます。 

 
4. [ファイルリスト]領域 

現在指定しているフォルダー下のフォルダー/ファイルの一覧を表示します。 

領域内の任意フォルダー/ファイル名称をクリックすると、そのフォルダー/ファイルを選択します。 

領域右側の各種上下ボタンをクリックするとリスト表示がスクロールされます。 

 
5. [フォルダー開く]ボタン 

フォルダーリスト領域内で現在フォルダー選択している状態でこのボタンをクリックすると、 

そのフォルダーを開きます。 

 

 

①  

②  

④  

③  

⑤  

⑧ ⑨ 

⑦ 

⑥ 
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6. [デスクトップ]ボタン 

PCのデスクトップ上のリストを表示します。 

 

7. [ファイル形式選択]ボタン 

現在ファイルリスト領域内に表示可能なファイルの形式がボタン内に表示されます。 

このボタンをクリックするとファイル形式選択ダイアログが表示され、ファイルリスト領域内に表示可能な 

任意のファイル形式を選択します。 

 
8. [開く]ボタン 

このボタンをクリックすると開くファイルダイアログを閉じ、入力したファイルパスが適用されます。 

 
9. [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックすると開くファイルダイアログを閉じ、入力したファイルパスがキャンセルされます。 
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8.1.2. 保存ファイル選択ダイアログ 

各保存ファイル選択ボタンをクリックすると保存ファイル選択ダイアログが表示され、保存すべきファイルを選択します。 

 

 
 
1. [現在指定フォルダー]領域 

現在指定しているフォルダーの名称を表示します。 

 
2. [上階層移動]ボタン 

このボタンをクリックすると現在指定しているフォルダーの上位階層へ移動します。 

ただし、最上位階層より上は移動できません。 

 
3. [下階層移動]ボタン 

このボタンをクリックすると現在指定しているフォルダーの下位階層へ移動します。 

ただし、ダイアログ内で可能な範囲内でのみ移動できます。 

 
4. [フォルダー追加]ボタン 

現在指定しているフォルダー下に新たなフォルダーを追加します。 

このボタンをクリックすると文字入力ダイアログが表示され、名称を入力することでフォルダーを新規作成します。 

 
5. [フォルダー名変更]ボタン 

フォルダーリスト領域内で現在選択しているフォルダーの名称を変更します。 

このボタンをクリックすると文字入力ダイアログが表示され、フォルダーの名称を変更します。 

 
6. [フォルダー削除]ボタン 

フォルダーリスト領域内で現在選択しているフォルダーを削除します。 

このボタンをクリックすると削除メッセージが表示され、フォルダーを削除します。 

 
 
 
 

①  

②  

④  

⑤  

⑥ 

⑧ 

③  

⑨ 

⑫ ⑬ 

⑩ 

⑪ 

⑦ 
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7. [デスクトップ]ボタン 

PCのデスクトップ上のリストを表示します。 

 

8. [ファイルリスト]領域 

現在指定しているフォルダー下のフォルダー/ファイル一覧を表示します。 

領域内の任意フォルダー/ファイル名称をクリックすると、そのフォルダー/ファイルを選択します。 

領域右側の各種上下ボタンをクリックするとリスト表示がスクロールされます。 

 
9. [フォルダー開く]ボタン 

フォルダーリスト領域内で現在フォルダー選択している状態でこのボタンをクリックすると、そのフォルダー 

を開きます。 

 
10. [ファイル形式選択]ボタン 

現在ファイルリスト領域内に表示可能なファイルの形式がボタン内に表示されます。 

このボタンをクリックするとファイル形式選択ダイアログが表示され、ファイルリスト領域内に表示可能な 

任意のファイル形式を選択します。 

 

11. ファイル名設定 

現在保存対象となっているファイルの名称が名称領域に表示されます。 

また、名称領域右側の名称入力ボタンをクリックすると文字入力ダイアログが表示され、ファイルの名称を 

入力します。 

 
12. [保存]ボタン 

このボタンをクリックするとファイル保存ダイアログを閉じ、入力したファイルパスが適用されます。 

 
13. [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックするとファイル保存ダイアログを閉じ、入力したファイルパスがキャンセルされます。 
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8.1.3. フォルダー選択ウィンドウ 

各フォルダー選択ボタンをクリックするとフォルダー選択ダイアログが表示され、フォルダーを選択します。 

 

 

 
1. [現在指定フォルダー]領域 

現在指定しているフォルダーの名称を表示します。 

 
2. [上階層移動]ボタン 

このボタンをクリックすると現在指定しているフォルダーの上位階層へ移動します。 

ただし、最上位階層より上は移動できません。 

 
3. [下階層移動]ボタン 

このボタンをクリックすると現在指定しているフォルダーの下位階層へ移動します。 

ただし、ダイアログ内で可能な範囲内でのみ移動できます。 

 
4. [フォルダー追加]ボタン 

現在指定しているフォルダー下に新たなフォルダーを追加します。 

このボタンをクリックすると文字入力ダイアログが表示され、名称を入力することでフォルダーを新規作成します。 

 
5. [フォルダー名変更]ボタン 

フォルダーリスト領域内で現在選択しているフォルダーの名称を変更します。 

このボタンをクリックすると文字入力ダイアログが表示され、フォルダーの名称を変更します。 

 
6. [フォルダー削除]ボタン 

フォルダーリスト領域内で現在選択しているフォルダーを削除します。 

このボタンをクリックすると削除メッセージが表示され、フォルダーを削除します。 

 
7. [デスクトップ]ボタン 

PCのデスクトップ上のリストを表示します。 

 

 

 

 

①  

②  

④  

⑤  

⑥  

⑧ 

③  

⑨ 

⑩ ⑪ 

⑦ 
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8. [フォルダーリスト]領域 

現在指定しているフォルダー下のフォルダー一覧を表示します。 

領域内の任意フォルダー名称をクリックするとそのフォルダーを選択します。 

領域右側の各種上下ボタンをクリックするとリスト表示がスクロールします。 

 
9. [フォルダー開く]ボタン 

フォルダーリスト領域内で現在フォルダー選択している状態でこのボタンをクリックすると、そのフォルダー 

を開きます。 

 
10. [選択]ボタン 

このボタンをクリックするとフォルダー選択ダイアログが閉じ、選択したフォルダーが適用されます。 

 
11. [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックするとフォルダー選択ダイアログが閉じ、選択したフォルダーがキャンセルされます。 
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8.1.4. 数値入力ダイアログ(通常) 

各通常の数値入力ボタンをクリックすると数値入力ダイアログが表示され、通常数値を入力します。 

 

 
 
 
1. [数値入力]領域 

現在入力している数値を表示します。数値の任意箇所をクリックすることで一部分を選択します。 

 

2. [数値]ボタン 

このボタンをクリックすると対象となる数値が入力されます。 

 

3. [カウントアップ]ボタン 

このボタンをクリックすると現在入力している数値を+1します。 

 

4. [カウントダウン]ボタン 

このボタンをクリックすると現在入力している数値を-1します。 

 

5. [リセット]ボタン 

このボタンをクリックすると現在入力している数値を初期値にリセットします。 

 

6. [クリア]ボタン 

このボタンをクリックすると数値が0クリアします。 

 

7. [設定]ボタン 

このボタンをクリックすると数値入力ダイアログが閉じ、入力した数値が適用されます。 

 
8. [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックすると数値入力ダイアログが閉じ、入力した数値がキャンセルされます。 

 

①  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

⑦  ⑧  
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8.1.5. 数値入力ダイアログ(時分秒フレーム) 

各時分秒フレームの数値入力ボタンをクリックすると数値入力ダイアログが表示され、時間数値を入力します。 

 

 
 

1. [数値入力]領域 

現在入力している数値を表示します。数値の任意箇所をクリックすることで一部分を選択します。 
 

2. [数値]ボタン 

このボタンをクリックすると対象となる数値が入力されます。 
 
3. [数値枠左移動]ボタン 

このボタンをクリックすると現在入力している数値の枠を左に移動します。 
 

4. [数値枠右移動]ボタン 

このボタンをクリックすると現在入力している数値の枠を右に移動します。 
 
5. [リセット]ボタン 

このボタンをクリックすると現在入力している数値を初期値にリセットします。 
 
6. [クリア]ボタン 

このボタンをクリックすると数値が0クリアします。 
 
7. [設定]ボタン 

このボタンをクリックすると数値入力ダイアログが閉じ、入力した数値が適用されます。 
 
8. [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックすると数値入力ダイアログが閉じ、入力した数値がキャンセルされます。 

 

①  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

⑦  ⑧  
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8.1.6. 数値入力ダイアログ(IPアドレス) 

各IPアドレスの数値入力ボタンをクリックすると数値入力ダイアログ (IPアドレス)が表示され、 

IPアドレス数値を入力します。 

 

 

 

1. [数値入力]領域 

現在入力している数値を表示します。数値の任意箇所をクリックすることで一部分を選択します。 

 

2. [数値]ボタン 

このボタンをクリックすると対象となる数値が入力されます。 

 
3. [数値枠左移動]ボタン 

このボタンをクリックすると現在入力している数値の枠を左に移動します。 

 
4. [数値枠右移動]ボタン 

このボタンをクリックすると現在入力している数値の枠を右に移動します。 

 
5. [リセット]ボタン 

このボタンをクリックすると現在入力している数値を初期値にリセットします。 

 
6. [クリア]ボタン 

このボタンをクリックすると数値が0クリアします。 

 
7. [設定]ボタン 

このボタンをクリックすると数値入力ダイアログが閉じ、入力した数値が適用されます。 

 
8. [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックすると数値入力ダイアログが閉じ、入力した数値がキャンセルされます。 
 

①  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

⑦  ⑧  
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8.1.7. 文字入力ダイアログ 

各文字入力ボタンをクリックすると文字入力ダイアログが表示され、文字を入力します。 

 
 

1. [文字入力]領域 

現在入力している文字を表示します。文字の任意箇所をクリックすることで一部分を選択します。 

 

2. [設定]ボタン 

このボタンをクリックすると文字入力ダイアログが閉じ、入力した文字が適用されます。 

 

3. [キャンセル]ボタン 

このボタンをクリックすると文字入力ダイアログが閉じ、入力した文字がキャンセルされます。 

 

①  
② 

③  
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9. トラブルシューティング 

 

トラブルが発生した場合の対処方法です。 

 

現 象 アプリケーションが起動しない。 
 

原 因 アプリケーションのインストールは適切にされていますか？ 

処 置  アプリケーションのアンインストールを行い、再度CD-ROMからインストールを行ってください。 

アプリケーションのインストールにはコンピュータの管理者の権限が必要です。 

 

原 因 プロテクトKEYはパソコン本体のUSBに接続されていますか？ 

処 置 アプリケーション付属のプロテクトKEYをパソコン本体のUSBポートに接続してください。 

プロテクトKEYが正常に認識されると、プロテクトKEYの先端が赤く光ります。 

プロテクトKEYが赤く光らない場合はプロテクトKEYのドライバーをCD-ROMからインストール 

してください。 

 

現 象 各種ファイル装置に繋がらない。 
 

原 因 LANケーブルは正しく接続されていますか？ 

処 置 LANケーブルの正しく接続してください。 

 

原 因 本体の電源が切れていませんか？ 

処 置 本体の電源を入れ、再度接続をおこなってください。 

 

原 因 同一ネットワーク上で IPアドレスが重複して設定されていませんか？ 

処 置 ネットワーク管理者に問い合わせ、IPアドレスを適切な値へ変更してください。 

 

原 因 MF-90、MF-70、CF-90本体のパネルがメニューモードになっていませんか？ 

処 置 メニューモードを解除してください。 

 

現 象 VTR収録に失敗する。 
 

原 因 MF-90本体機器にVTRが正しく接続されていますか？ 

処 置 MF-90の取扱説明書を参考にしVTRの接続を行ってください。 

 

現 象 ファイル装置上でファイル移動/コピー/削除をするとエラーになる。 
 

原 因 移動/コピー/削除しようとするファイルが現在ファイル装置上でON AIR対象になっていませんか？ 

処 置 ファイル装置上の移動/コピー/削除ファイルをON AIRから外してください。 

 
 
 

お問い合わせは、当社までご連絡ください。 

 



  

 

 

 

本書に記載している商標 

Microsoft®、Windows®、およびWindows 7®、Windows 8.1®は、Microsoft Corporationの米国および 

他の国における登録商標です。 

その他本書中に記載されている会社名・製品名は、各社の商標または登録商標です。 
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本書の内容については、予告なしに変更する事がありますので予めご了承下さい。 

 

 


